
謹賀新年
　区民の皆様には、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症拡大防止、また、ワクチン接種の推進に、区民の皆
様をはじめ、医療関係者、各種団体、事業者の皆様には多大なご理解、ご協力をいただ
き、感謝申し上げます。
　長引くコロナ禍による区民生活や経済への影響、また、危機的な京都市財政など、厳
しい状況が続きます。そうした中、迎える新年。限られた財源を再配分しながら、区民
の皆様に最も近い行政機関として、誰一人取り残さないで、いのちと健康、暮らしを守り、
持続可能な伏見のまちづくりを進めていく決意を新たにしています。
　伏見は、多彩な歴史・文化の魅力にあふれ、伝統的な産業を育んできたまちであるととも
に、日本初の市街電車が走り、新たな産業や文化を生み出すなど、時代を切り拓いてきたま
ちでもあります。
　今後とも、伏見区が誇る地域力、福祉力、文化力を結集し、伏見に「住みたい」「住み
続けたい」「子育てしたい」「働きたい」「訪れたい」と実感していただけるまちを目指し、区
役所・支所職員が一丸となって取り組んでまいります。
　結びに、本年が区民の皆様にとって健やかな幸多き年になりますことを心からお祈り申
し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

伏見区長　　　山本　ひとみ
深草担当区長　荒木　修生
醍醐担当区長　村中　俊文

　誰もが安心して暮らせる「福祉のまち・醍醐」の実現に向け、「こころのわ・わ・わ（笑・和・輪）みんな笑顔でつながろう
～ withコロナの時代でも、地域の皆が笑いで和んで輪を作ろう～」をテーマに開催。地域と子育て関係機関、福祉施設が一体と
なって、相談や支援活動などの日頃の取組に関し、広く地域の方々の理解を深めるとともに、取組の更なる充実を目指します。

福祉のまち醍醐・交流大会  ～誰もが安心して暮らせるまちを願って～

問合せ まちづくり推進担当（ 醍 ☎571‐6135） 問合せ 健康長寿推進課（ 醍 ☎571-6144）

1月29日㊏ 1月7日㊎〜28日㊎9時～ 17時※土日祝除く
醍醐支所で作品展・パネル展を開催！ 

醍醐交流会館ホール
（醍醐高畑町30-1 パセオ・ダイゴロー西館2階）
ステージプログラム
漫才（おぼん・こぼん他）、マジック、ものまね等のステージ
各回100名（多数抽選）※当選者のみ連絡

1月13日～ 19日に住所、氏名、ふりがな、電話番号、希望区分、車い
すでの来場・手話通訳の有無を、京都いつでもコール（3面上部参照）へ

日 時 日 時

場 所

内 容

定 員

申込み

※いずれかでお申し込みください
おぼん・こぼん

【午前の部】
10時15分～ 12時
【午後の部】
13時30分～ 15時

  醍醐交流会館会場   醍醐支所会場

●ふれあい作品展
　地域で暮らし、活動している障がいのある
　方々が創作した作品の展示
●子育て支援パネル展
　子育て支援情報、保育園・認定こども園・
　幼稚園・児童館の活動紹介
●健康づくり・介護相談パネル展
　高齢者の在宅介護等に関する相談先や公
　園体操等の紹介、健康づくりに関する啓発
●メッセージボード
　「こころ　集めて　醍醐の花見」の展示
　�コロナ禍の中でも地域のつながりを大切

にし、みんなの願い・思いを表した“花びらメッセージ”の展示

期間中、各階の展示を回り
キーワードを集めていただ
いた方に景品をプレゼント
します。
※景品の配布は無くなり次第終
了します。期間中1人1回限り。

無  料

伏見稲荷大社門前でつくられ、全国にある土人形の元祖とも言わ
れる「伏見人形」（写真提供：丹嘉）
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